












いわゆる「解剖生理」。いろいろと試験のヤマはあるけれど、

まずはここに記載した内容を理解しながらマスターしてしまおう。

栄養血管　★★★

心筋の栄養血管は冠状

動脈、肺は気管支動脈、肝臓は肝動脈。

特に肝臓は要注意。肝臓には門脈と

いう血管があるが、門脈は小腸から吸

収された栄養分が多く流れる血管であ

るが、栄養血管ではないことに注意。

肝臓の働き　★★★

肝臓は血液の浸透圧を維持するアル

ブミン、血栓の成分になる血液凝固因

子のプロトロンビンやフィブリノゲン

が作られる臓器である。この二つの違

いはプロトロンビンの生成にはビタミ

ンKが必要であり、そのビタミンKを

阻害するのがワルファリンである。そ

のため、ワルファリンを内服する時は、

ビタミンKを多く含んでいる納豆は禁

食となる。

動脈と静脈　★★

動脈は内膜、中膜および外膜のうち

中膜が最も厚い。動脈の中膜は平滑筋

層と弾性線維に富んでおり、高い血圧

に耐えられるように中膜が厚くなって

いる。

静脈には逆流を防ぐ弁が備わってお

り、骨格筋の収縮は静脈の血流を助け

ている。

血管の名称　★★★

心臓から拍出される血液を流す管が

動脈で、心臓に戻る血液を流す管を静脈という。酸素の多い動脈血が流れる管が動脈で

はないことに注意！

解答 ②

動脈で正しいのはどれか。
①骨格筋の収縮は動脈の血流を助けている。

②内膜、中膜および外膜のうち中膜が最も厚い。

③逆流を防ぐ弁が備わっている。

④大動脈は弾性線維が乏しい。
（第97回 午後5問）

人体の基本的な構造と正常な機能1

人体の構造と機能

栄養血管は「酸素を臓器に届ける血管」

だと理解しよう。文字どおりの栄養物

を流す血管だと思わないように！

アルブミンやプロトロンビン、フィブリノゲンはタンパク質なので、「タンパクを

生成」すること、つまり「タンパク代謝」と言い換えることができるよ

よく
出る！
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肺循環：心臓の右心室から肺に出て行く血液は二酸化炭素の多い静脈血だが、その血液を

流す血管は肺動脈という。肺で酸素が増えた動脈血が心臓に戻る血管を肺静脈という。
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嚥下の第１相

嚥下の第１相で、舌下神経のほかに関与する脳神経はどれ
か。２つ選べ。

1．三叉神経
2．顔面神経
3．舌咽神経
4．迷走神経
5．副神経

解答　 1、2 

□□□★必修025

 嚥下過程の第１相は口腔咽頭相であり、この過程では口腔か
ら咽頭へ食塊が移送される。これは随意運動であり、三叉神
経、顔面神経、舌下神経が関与している。 

 1．（○）三叉神経は関与する。
2．（○）顔面神経は関与する。
3．（×）舌咽神経は第２相である咽頭食道相で起こる嚥下反

射に関与する。
4．（×）迷走神経は第２相である咽頭食道相で起こる嚥下反

射に関与する。
5．（×）副神経は僧帽筋や胸鎖乳突筋を支配する脳神経であ

り、直接嚥下には関与しない。 
 老年②（第６版）p.36 

 嚥下過程の第１相では口腔から咽頭へ食塊が
移送され、三叉神経、顔面神経、舌下神経が関与してい
る。 

説言 解一

 食物の嚥下において喉頭蓋が喉頭口を閉鎖する時期はどれか。 

 1． 先行期
2． 準備期
3． 口腔期
4． 咽頭期
5． 食道期 

解答　 ４ 
 嚥下反射が起こるのは、咽頭期である。  ［第111回 午後84］ 

類似
問題

ステロイド薬

副腎皮質ステロイド薬の副作用で正しいのはどれか。

1．体重減少
2．低血糖
3．感染症誘発
4．筋力増強

解答　 3 

□□□★★必修026

 ステロイドの薬物有害反応には、重篤なものとして、感染
症、ステロイド糖尿病、消化性潰瘍、骨粗鬆症、骨壊死など
があり、軽度なものとして、浮腫、肥満、体重増加、高血圧
などがある。 

 1．（×）脂肪の皮下沈着による肥満や体重増加が起こりやす
い。

2．（×）肝臓での糖新生促進により高血糖を生じる。
3．（○）防御力が減退するために感染症を誘発しやすい。
4．（×）筋肉組織の萎縮による筋無力をきたしやすい。 

免疫抑制薬
免疫抑制薬にはタクロリムス、シクロスポリン、プレドニゾロンなど
があり、免疫抑制療法に使用される。免疫抑制療法とは自己免疫疾患
や、他者からの臓器移植で生じる拒絶反応などに対して用いられる。

 疾患④（第１版）p.232 

用語解説

 副腎皮質ステロイド薬では防御力が減退する
ため感染症を誘発しやすい。 

説言 解一
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